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本書は，子どもをほめる運動を「子ほめ運動」といい，子どもをほめる
こと，叱ることの両面から考察した研究である．教育社会学，道徳教育，
学校教育の観点から，「子ほめ」学習の実践を研究している．自治体にお
ける子ほめ運動の事例についても資料として整理している． 
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